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(57)【要約】
　本開示のいくつかの態様は概して、マルチユーザ多入
力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信についての、複数の宛
先からの確認応答メッセージを管理するための装置およ
び方法に関する。いくつかの態様によると、ポーリング
型ブロック確認応答（ＢＡ）機構は、確認応答プロトコ
ルにとって必須と見なされる場合があり、逐次（または
他のタイプのスケジュール型／決定性）機構は、任意選
択と見なされる場合がある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のデータユニット（ＤＵ）を生成するように構成された第１の回路と、
　複数の装置への前記ＤＵを備えるマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を
送信するように構成された送信機とを備え、なお、前記ＤＵについての確認応答ポリシー
は、前記装置のうち第１の装置だけに、確認応答メッセージで応答させるように設定され
る
装置。
【請求項２】
　前記確認応答メッセージが、即時ブロック確認応答（ＢＡ）メッセージまたは正常ＡＣ
Ｋメッセージの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第１の装置以外の前記装置に関連付けられたＤＵについての前記確認応答ポリシー
が、要求時にＡＣＫなしまたはＡＣＫに設定される、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１の回路が、一次アクセスカテゴリまたは二次アクセスカテゴリのうち少なくと
も１つのカテゴリの前記複数のＤＵを生成するようにも構成される、請求項１に記載の装
置。
【請求項５】
　前記一次アクセスカテゴリの前記複数のＤＵのうちあるＤＵについての確認応答ポリシ
ーが、正常ＡＣＫについて設定され、
　前記確認応答メッセージが前記正常ＡＣＫを備える、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１の装置に関連付けられた前記ＤＵの第１のものについての確認応答ポリシービ
ットが、暗黙ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）を示す値にセットされる、請求項１に記載
の装置。
【請求項７】
　前記第１の装置以外の前記装置向けの前記ＤＵについての確認応答ポリシービットが、
ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）待機ポリシーを示す値にセットされる、請求項１に記載
の装置。
【請求項８】
　前記第１の装置以外の前記装置向けの前記ＤＵについての確認応答ポリシービットが、
Ｎｏ－ＡＣＫポリシーを示す値にセットされる、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記ＭＵ－ＭＩＭＯ送信に応答して、前記第１の装置から確認応答が受信されない場合
、衝突を検出するように構成された第２の回路をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記装置の少なくとも１つに、グループ中での位置を割り当てるように構成された第２
の回路をさらに備え、
　どの装置が前記第１の装置であるかが、その装置の、前記グループ中での前記位置に基
づいて判断される、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記送信機が、
　前記グループ中での別の位置を割り当てられていない少なくとも１つの装置に、ブロッ
ク確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージを送信するようにも構成される、請求項１０に記載
の装置。
【請求項１２】
　前記送信機が、
　前記ＭＵ－ＭＩＭＯ送信に続いて、前記第１の装置以外の前記装置の１つまたは複数に
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ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージを送信するようにも構成される、請求項１に
記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＢＡＲメッセージが、ＩＥＥＥ８０２．１１規格ファミリーの１つまたは複数に従
って送信される、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＤＵの送信後の期間中に前記装置においてＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ指示が検出され
ない場合、前記装置の１つからの確認応答が欠落していることを検出するように構成され
た第２の回路をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記複数のＤＵが、複数の媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）を
備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　複数のデータユニット（ＤＵ）を生成すること、および
　複数の装置への前記ＤＵを備えるマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を
送信することを含み、なお、前記ＤＵについての確認応答ポリシーは、前記装置のうち第
１の装置だけに、確認応答メッセージで応答させるように設定される
方法。
【請求項１７】
　前記確認応答メッセージが、即時ブロック確認応答（ＢＡ）メッセージまたは正常ＡＣ
Ｋメッセージの少なくとも１つを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１の装置以外の前記装置に関連付けられたＤＵについての前記確認応答ポリシー
が、要求時にＡＣＫなしまたはＡＣＫに設定される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　一次アクセスカテゴリまたは二次アクセスカテゴリのうち少なくとも１つのカテゴリの
前記複数のＤＵを生成することをさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記一次アクセスカテゴリの前記複数のＤＵのうちあるＤＵについての確認応答ポリシ
ーが、正常ＡＣＫについて設定され、
　前記確認応答メッセージが前記正常ＡＣＫを備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１の装置に関連付けられた前記ＤＵの第１のものについての確認応答ポリシービ
ットが、暗黙ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）を示す値にセットされる、請求項１６に記
載の方法。
【請求項２２】
　前記第１の装置以外の前記装置向けの前記ＤＵについての確認応答ポリシービットが、
ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）待機ポリシーを示す値にセットされる、請求項１６に記
載の方法。
【請求項２３】
　前記第１の装置以外の前記装置向けの前記ＤＵについての確認応答ポリシービットが、
Ｎｏ－ＡＣＫポリシーを示す値にセットされる、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＭＵ－ＭＩＭＯ送信に応答して、前記第１の装置から確認応答が受信されない場合
、衝突を検出することをさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　前記装置の少なくとも１つに、グループ中での位置を割り当てることをさらに備え、
　どの装置が前記第１の装置であるかが、その装置の、前記グループ中での前記位置に基
づいて判断される、請求項１６に記載の方法。
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【請求項２６】
　前記グループ中での別の位置を割り当てられていない少なくとも１つの装置に、ブロッ
ク確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージを送信することをさらに備える、請求項２５に記載
の方法。
【請求項２７】
　前記ＭＵ－ＭＩＭＯ送信に続いて、前記第１の装置以外の前記装置の１つまたは複数に
ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージを送信することをさらに備える、請求項１６
に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ＢＡＲメッセージが、ＩＥＥＥ８０２．１１規格ファミリーの１つまたは複数に従
って送信される、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ＤＵの送信後の期間中に前記装置においてＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ指示が検出され
ない場合、前記装置の１つからの確認応答が欠落していることを検出することをさらに備
える、請求項１６に記載の方法。
【請求項３０】
　前記複数のＤＵが、複数の媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）を
備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項３１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のデータユニット（ＤＵ）を生成する手段と、
　複数の装置への前記ＤＵを備えるマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を
送信する手段とを備え、なお、前記ＤＵについての確認応答ポリシーは、前記装置のうち
第１の装置だけに、確認応答メッセージで応答させるように設定される
装置。
【請求項３２】
　前記確認応答メッセージが、即時ブロック確認応答（ＢＡ）メッセージまたは正常ＡＣ
Ｋメッセージの少なくとも１つを備える、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記第１の装置以外の前記装置に関連付けられたＤＵについての前記確認応答ポリシー
が、要求時にＡＣＫなしまたはＡＣＫに設定される、請求項３１に記載の装置。
【請求項３４】
　一次アクセスカテゴリまたは二次アクセスカテゴリのうち少なくとも１つのカテゴリの
前記複数のＤＵを生成する手段をさらに備える、請求項３１に記載の装置。
【請求項３５】
　前記一次アクセスカテゴリの前記複数のＤＵのうちあるＤＵについての確認応答ポリシ
ーが、正常ＡＣＫについて設定され、
　前記確認応答メッセージが前記正常ＡＣＫを備える、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記第１の装置に関連付けられた前記ＤＵの第１のものについての確認応答ポリシービ
ットが、暗黙ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）を示す値にセットされる、請求項３１に記
載の装置。
【請求項３７】
　前記第１の装置以外の前記装置向けの前記ＤＵについての確認応答ポリシービットが、
ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）待機ポリシーを示す値にセットされる、請求項３１に記
載の装置。
【請求項３８】
　前記第１の装置以外の前記装置向けの前記ＤＵについての確認応答ポリシービットが、
Ｎｏ－ＡＣＫポリシーを示す値にセットされる、請求項３１に記載の装置。
【請求項３９】
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　前記ＭＵ－ＭＩＭＯ送信に応答して、前記第１の装置から確認応答が受信されない場合
、衝突を検出する手段をさらに備える、請求項３１に記載の装置。
【請求項４０】
　前記装置の少なくとも１つに、グループ中での位置を割り当てる手段をさらに備え、
　どの装置が前記第１の装置であるかが、その装置の、前記グループ中での前記位置に基
づいて判断される、請求項３１に記載の装置。
【請求項４１】
　送信する前記手段が、
　前記グループ中での別の位置を割り当てられていない少なくとも１つの装置に、ブロッ
ク確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージを送信するようにさらに構成される、請求項４０に
記載の装置。
【請求項４２】
　送信する前記手段が、
　前記ＭＵ－ＭＩＭＯ送信に続いて、前記第１の装置以外の前記装置の１つまたは複数に
ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージを送信するようにさらに構成される、請求項
３１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記ＢＡＲメッセージが、ＩＥＥＥ８０２．１１規格ファミリーの１つまたは複数に従
って送信される、請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記ＤＵの送信後の期間中に前記装置においてＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ指示が検出され
ない場合、前記装置の１つからの確認応答が欠落していることを検出する手段をさらに備
える、請求項３１に記載の装置。
【請求項４５】
　前記複数のＤＵが、複数の媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）を
備える、請求項３１に記載の装置。
【請求項４６】
　命令を備えるコンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品であって、前記命令が、
　複数のデータユニット（ＤＵ）を生成し、
　複数の装置への前記ＤＵを備えるマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を
送信するように実行可能であり、前記ＤＵについての確認応答ポリシーが、前記装置のう
ち第１の装置だけに、確認応答メッセージで応答させるように設定されるコンピュータプ
ログラム製品。
【請求項４７】
　少なくとも１つのアンテナと、
　複数のデータユニット（ＤＵ）を生成するように構成された第１の回路と、
　前記少なくとも１つのアンテナを介して、複数の装置への前記ＤＵを備えるマルチユー
ザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を送信するように構成された送信機とを備え、前
記ＤＵについての確認応答ポリシーは、前記装置のうち第１の装置だけに、確認応答メッ
セージで応答させるように設定される
アクセスポイント。
【請求項４８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数の他のＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ）を受信するよう
に構成された受信機と、なお前記ＤＵについての確認応答ポリシーは、前記ＤＵに関連付
けられた複数の装置のうち第１の装置だけに、確認応答で応答させるように設定され、
　前記装置に関連付けられた前記ＤＵについての前記確認応答ポリシーの１つに基づく、
確認応答メッセージを送信するタイミングを判断するように構成された第１の回路と
を備える装置。
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【請求項４９】
　前記第１の回路が、
　前記装置が前記第１の装置であるという判断に応答して、前記確認応答を送信すると判
断するようにも構成される、請求項４８に記載の装置。
【請求項５０】
　前記第１の回路が、
　ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージのみに応答して、前記確認応答メッセージ
を送信すると判断するようにも構成される、請求項４８に記載の装置。
【請求項５１】
　前記受信機が、グループ中での前記装置の位置の割当てを受信するようにも構成され、
　前記第１の回路が、前記グループ中での前記割当て位置に基づく、前記確認応答メッセ
ージを送信するタイミングを判断するようにも構成される、請求項４８に記載の装置。
【請求項５２】
　前記第１の回路が、
　前記グループ中での他の割当て位置を有する装置によって送信される確認応答メッセー
ジに対して、前記確認応答メッセージを送信する順序を判断するようにも構成される、請
求項５１に記載の装置。
【請求項５３】
　前記第１の回路が、
　前記ＤＵのレガシー信号（Ｌ－ＳＩＧ）フィールドが有効でない場合、前記確認応答メ
ッセージを送信しないと決定するようにも構成される、請求項４８に記載の装置。
【請求項５４】
　前記第１の回路が、
　前記ＤＵを送信する別の装置からの、特定の数のフレームの送信の終結に続く期間中に
前記装置においてＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ指示が検出されない場合、前記確認応答メッセ
ージを送信しないと決定するようにも構成される、請求項４８に記載の装置。
【請求項５５】
　前記第１の回路が、
　前記装置のうち１つまたは複数に関連付けられた１つまたは複数の他の確認応答メッセ
ージが、前記１つまたは複数の他のＤＵが送信された際に経由した媒体上で検出されない
場合、前記確認応答メッセージを送信しないと決定するようにも構成される、請求項４８
に記載の装置。
【請求項５６】
　前記第１の回路が、
　前記１つまたは複数の他のＤＵとともに送信された前記ＤＵが媒体上で検出されていな
いが、前記１つまたは複数の他のＤＵに対応する１つまたは複数の確認応答メッセージが
前記媒体上で検出される場合、前記確認応答メッセージを送信するのを控えるようにも構
成される、請求項４８に記載の装置。
【請求項５７】
　前記第１の回路が、
　前記確認応答メッセージを送信する前に、ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）を待つと決
定するようにも構成される、請求項４８に記載の装置。
【請求項５８】
　前記ＤＵが媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）を備え、
　前記１つまたは複数の他のＤＵが１つまたは複数の他のＭＰＤＵを備える、請求項４８
に記載の装置。
【請求項５９】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　装置において、１つまたは複数の他のＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ）
を受信することと、なお、前記ＤＵについての確認応答ポリシーは、前記ＤＵに関連付け
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られた複数の装置のうち第１の装置だけに、確認応答で応答させるように設定され、およ
び
　前記装置に関連付けられた前記ＤＵについての前記確認応答ポリシーの１つに基づく、
確認応答メッセージを送信するタイミングを判断すること
を備える方法。
【請求項６０】
　前記装置が前記第１の装置であるという判断に応答して、前記確認応答を送信すると判
断することをさらに備える、請求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
　ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージのみに応答して、前記確認応答メッセージ
を送信すると判断することをさらに備える、請求項５９に記載の方法。
【請求項６２】
　グループ中での前記装置の位置の割当てを受信することをさらに備え、タイミングを判
断することが、
　前記グループ中での前記割当て位置に基づく、前記確認応答メッセージを送信するタイ
ミングを判断することを備える、請求項５９に記載の方法。
【請求項６３】
　タイミングを判断することが、
　前記確認応答メッセージを送信する順序を、前記グループ中での他の割当て位置を有す
る装置によって送信される確認応答メッセージと比較して判断することを備える、請求項
６２に記載の方法。
【請求項６４】
　前記ＤＵのレガシー信号（Ｌ－ＳＩＧ）フィールドが有効でない場合、前記確認応答メ
ッセージを送信しないと決定することをさらに備える、請求項５９に記載の方法。
【請求項６５】
　前記ＤＵを送信する別の装置からの特定の数のフレームの送信の終結に続く期間中に、
前記装置においてＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ指示が検出されない場合、前記確認応答メッセ
ージを送信しないと決定することをさらに備える、請求項５９に記載の方法。
【請求項６６】
　前記装置のうち１つまたは複数に関連付けられた１つまたは複数の他の確認応答メッセ
ージが、前記１つまたは複数の他のＤＵが送信された際に経由した媒体上で検出されない
場合、前記確認応答メッセージを送信しないと決定することをさらに備える、請求項５９
に記載の方法。
【請求項６７】
　前記１つまたは複数の他のＤＵとともに送信された前記ＤＵが媒体上で検出されていな
いが、前記１つまたは複数の他のＤＵに対応する１つまたは複数の確認応答メッセージが
前記媒体上で検出される場合、前記確認応答メッセージを送信するのを控えることをさら
に備える、請求項５９に記載の方法。
【請求項６８】
　タイミングを判断することが、
　前記確認応答メッセージを送信する前に、ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）を待つと決
定することを備える、請求項５９に記載の方法。
【請求項６９】
　前記ＤＵが媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）を備え、
　前記１つまたは複数の他のＤＵが１つまたは複数の他のＭＰＤＵを備える、請求項５９
に記載の方法。
【請求項７０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数の他のＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ）を受信する手段
と、なお前記ＤＵについての確認応答ポリシーは、前記ＤＵに関連付けられた複数の装置
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のうち第１の装置だけに、確認応答で応答させるように設定され、
　前記装置に関連付けられた前記ＤＵについての前記確認応答ポリシーの１つに基づく、
確認応答メッセージを送信するタイミングを判断する手段と
を備える装置。
【請求項７１】
　前記装置が前記第１の装置であるという判断に応答して、前記確認応答を送信すると判
断する手段をさらに備える、請求項７０に記載の装置。
【請求項７２】
　ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージのみに応答して、前記確認応答メッセージ
を送信すると判断する手段をさらに備える、請求項７０に記載の装置。
【請求項７３】
　受信する前記手段が、グループ中での前記装置の位置の割当てを受信するようにさらに
構成され、前記装置が、
　前記グループ中での前記割当て位置に基づく、前記確認応答メッセージを送信するタイ
ミングを判断する手段をさらに備える、請求項７０に記載の装置。
【請求項７４】
　前記確認応答メッセージを送信する順序を、前記グループ中での他の割当て位置を有す
る装置によって送信される確認応答メッセージと比較して判断する手段をさらに備える、
請求項７３に記載の装置。
【請求項７５】
　前記ＤＵのレガシー信号（Ｌ－ＳＩＧ）フィールドが有効でない場合、前記確認応答メ
ッセージを送信しないと決定する手段をさらに備える、請求項７０に記載の装置。
【請求項７６】
　前記ＤＵを送信する別の装置からの特定の数のフレームの送信の終結に続く期間中に、
前記装置においてＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ指示が検出されない場合、前記確認応答メッセ
ージを送信しないと決定する手段をさらに備える、請求項７０に記載の装置。
【請求項７７】
　前記装置のうち１つまたは複数に関連付けられた１つまたは複数の他の確認応答メッセ
ージが、前記１つまたは複数の他のＤＵが送信された際に経由した媒体上で検出されない
場合、前記確認応答メッセージを送信しないと決定する手段をさらに備える、請求項７０
に記載の装置。
【請求項７８】
　前記１つまたは複数の他のＤＵとともに送信された前記ＤＵが媒体上で検出されていな
いが、前記１つまたは複数の他のＤＵに対応する１つまたは複数の確認応答メッセージが
前記媒体上で検出される場合、前記確認応答メッセージを送信するのを控える手段をさら
に備える、請求項７０に記載の装置。
【請求項７９】
　前記確認応答メッセージを送信する前に、ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）を待つと決
定する手段をさらに備える、請求項７０に記載の装置。
【請求項８０】
　前記ＤＵが媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）を備え、
　前記１つまたは複数の他のＤＵが１つまたは複数の他のＭＰＤＵを備える、請求項７０
に記載の装置。
【請求項８１】
　命令を備えるコンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品であって、前記命令が、
　装置において、１つまたは複数の他のＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ）
を受信し、前記ＤＵについての確認応答ポリシーが、前記ＤＵに関連付けられた複数の装
置のうち第１の装置だけに、確認応答で応答させるように設定されるように実行可能であ
り、
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　前記装置に関連付けられた前記ＤＵについての前記確認応答ポリシーの１つに基づく、
確認応答メッセージを送信するタイミングを判断するように実行可能であるコンピュータ
プログラム製品。
【請求項８２】
　少なくとも１つのアンテナと、
　前記少なくとも１つのアンテナを介して、１つまたは複数の他のＤＵとともに送信され
たデータユニット（ＤＵ）を受信するように構成された受信機であって、なお前記ＤＵに
ついての確認応答ポリシーは、前記ＤＵに関連付けられた複数のアクセス端末のうち第１
のアクセス端末だけに、確認応答で応答させるように設定され、
　前記アクセス端末に関連付けられた前記ＤＵについての前記確認応答ポリシーの１つに
基づく、確認応答メッセージを送信するタイミングを判断するように構成された第１の回
路とを備えるアクセス端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張］
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
、２０１０年８月２５日に出願された「Ｍａｎａｇｉｎｇ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅ
ｎｔ　ｍｅｓｓａｇｅｓ　ｆｒｏｍ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎｓ　ｆ
ｏｒ　ＭＵ－ＭＩＭＯ」と題する米国仮特許出願第６１／３７６，９６２号の優先権を主
張する。
【０００２】
　［分野］
　本開示のいくつかの態様は概して、マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ;Multi
-user multiple-input multi-output）送信のための、複数の宛先からの確認応答メッセ
ージを管理するための装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　［背景］
　ワイヤレス通信システムに要求される帯域幅要件の増加の問題に対処するために、高い
データスループットを達成しながら、複数のユーザ端末がチャネルリソースを共有するこ
とによって単一のアクセスポイントと通信することを可能にするために、様々な方式が開
発されている。多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術は、次世代通信システム用の好評な技法と
して最近登場した１つのそのような手法である。ＭＩＭＯ技術は、米国電気電子技術者協
会（ＩＥＥＥ）８０２．１１規格など、いくつかの新生のワイヤレス通信規格において採
用されている。ＩＥＥＥ８０２．１１は、（たとえば、数十メートルから数百メートルの
）短距離通信用にＩＥＥＥ８０２．１１委員会によって開発されたワイヤレスローカルエ
リアネットワーク（ＷＬＡＮ）エアインターフェース規格のセットを示す。
【０００４】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ＷＬＡＮ規格団体は、５ＧＨｚのキャリア周波数（すなわち、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１ａｃ仕様）を使用する、または毎秒１ギガビットよりも大きい合計ス
ループットを目標とする６０ＧＨｚのキャリア周波数（すなわち、ＩＥＥＥ８０２．１１
ａｄ仕様）を使用する、超高スループット（ＶＨＴ）手法に基づく送信のための仕様を確
立した。ＶＨＴ　５ＧＨｚ仕様を可能にするための技術のうちの１つは、２つの４０ＭＨ
ｚチャネルを結合して８０ＭＨｚ帯域幅にし、したがってＩＥＥＥ８０２．１１ｎ規格と
比較してごくわずかなコストの増加で物理レイヤ（ＰＨＹ）データレートを２倍にする、
より広いチャネル帯域幅である。
【０００５】
　ＭＩＭＯシステムは、データ伝送に複数の（ＮT）送信アンテナと複数の（ＮR）受信ア
ンテナとを採用する。ＮT個の送信アンテナおよびＮR個の受信アンテナによって形成され
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たＭＩＭＯチャネルは、空間チャネルとも呼ばれるＮS個の独立チャネルに分解され得、
ここで、ＮS≦ｍｉｎ｛ＮT，ＮR｝である。ＮS個の独立チャネルの各々は１つの次元に対
応する。複数の送信アンテナおよび受信アンテナによって生成された追加の次元数が利用
された場合、ＭＩＭＯシステムは改善されたパフォーマンス（たとえば、より高いスルー
プットおよび／またはより大きい信頼性）を与えることができる。
【０００６】
　単一アクセスポイント（ＡＰ）および複数のユーザ局（ＳＴＡ）を有するワイヤレスネ
ットワークでは、アップリンクとダウンリンク方向の両方で、異なる局に向かって複数の
チャネル上で同時送信が起こり得る。そのようなシステムには多くの課題が存在する。
【発明の概要】
【０００７】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は概し
て、複数のデータユニット（ＤＵ;Data Unit）を生成するように構成された第１の回路と
、複数の装置へのＤＵを備えるマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を送信
するように構成された送信機とを含み、ＤＵについての確認応答ポリシー(acknowledgeme
nt policy)は、装置のうち第１の装置だけに、確認応答メッセージで応答させるように設
定される。
【０００８】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。この方法は概し
て、複数のデータユニット（ＤＵ）を生成すること、および複数の装置へのＤＵを備える
マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を送信することを含み、ＤＵについて
の確認応答ポリシーは、装置のうち第１の装置だけに、確認応答メッセージで応答させる
ように設定される。
【０００９】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は概し
て、複数のデータユニット（ＤＵ）を生成するための手段と、複数の装置へのＤＵを備え
るマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を送信するための手段とを含み、Ｄ
Ｕについての確認応答ポリシーは、装置のうち第１の装置だけに、確認応答メッセージで
応答させるように設定される。
【００１０】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品を提
供する。このコンピュータプログラム製品は概して、複数のデータユニット（ＤＵ）を生
成し、複数の装置へのＤＵを備えるマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を
送信するように実行可能な命令を備えるコンピュータ可読媒体を含み、ＤＵについての確
認応答ポリシーは、装置のうち第１の装置だけに、確認応答メッセージで応答させるよう
に設定される。
【００１１】
　本開示のいくつかの態様は、アクセスポイントを提供する。このアクセスポイントは概
して、少なくとも１つのアンテナと、複数のデータユニット（ＤＵ）を生成するように構
成された第１の回路と、少なくとも１つのアンテナを介して、複数の装置へのＤＵを備え
るマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を送信するように構成された送信機
とを含み、ＤＵについての確認応答ポリシーは、装置のうち第１の装置だけに、確認応答
メッセージで応答させるように設定される。
【００１２】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は概し
て、１つまたは複数の他のＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ）を受信するよ
うに構成された受信機であって、ＤＵについての確認応答ポリシーが、ＤＵに関連付けら
れた複数の装置のうち第１の装置だけに、確認応答で応答させるように設定された受信機
と、装置に関連付けられたＤＵについての確認応答ポリシーの１つに基づく、確認応答メ
ッセージを送信するタイミングを判断するように構成された第１の回路とを含む。
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【００１３】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。この方法は概し
て、装置において、１つまたは複数の他のＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ
）を受信することであって、ＤＵについての確認応答ポリシーが、ＤＵに関連付けられた
複数の装置のうち第１の装置だけに、確認応答で応答させるように設定されること、およ
び装置に関連付けられたＤＵについての確認応答ポリシーの１つに基づく、確認応答メッ
セージを送信するタイミングを判断することを含む。
【００１４】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は概し
て、１つまたは複数の他のＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ）を受信するた
めの手段であって、ＤＵについての確認応答ポリシーが、ＤＵに関連付けられた複数の装
置のうち第１の装置だけに、確認応答で応答させるように設定される手段と、装置に関連
付けられたＤＵについての確認応答ポリシーの１つに基づく、確認応答メッセージを送信
するタイミングを判断するための手段とを含む。
【００１５】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品を提
供する。このコンピュータプログラム製品は概して、装置において、１つまたは複数の他
のＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ）を受信し、ＤＵについての確認応答ポ
リシーが、ＤＵに関連付けられた複数の装置のうち第１の装置だけに、確認応答で応答さ
せるように設定されるように実行可能であり、装置に関連付けられたＤＵについての確認
応答ポリシーの１つに基づく、確認応答メッセージを送信するタイミングを判断するよう
に実行可能な命令を備えるコンピュータ可読媒体を含む。
【００１６】
　本開示のいくつかの態様は、アクセス端末を提供する。このアクセス端末は概して、少
なくとも１つのアンテナと、少なくとも１つのアンテナを介して、１つまたは複数の他の
ＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ）を受信するように構成された受信機であ
って、ＤＵについての確認応答ポリシーが、ＤＵに関連付けられた複数のアクセス端末の
うち第１のアクセス端末だけに、確認応答で応答させるように設定された受信機と、アク
セス端末に関連付けられたＤＵについての確認応答ポリシーの１つに基づく、確認応答メ
ッセージを送信するタイミングを判断するように構成された第１の回路とを含む。
【００１７】
　本開示の上述の特徴を詳細に理解することができるように、添付の図面にその一部を示
す態様を参照することによって、上記で簡単に要約した内容のより具体的な説明が得られ
る。しかし、添付の図面は、本開示の特定の典型的な態様のみを示し、したがって、本開
示の範囲の限定と見なされてはならず、その理由は、この説明がその他の同等の効果のあ
る態様をもたらし得るからであることに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本開示のいくつかの態様によるワイヤレス通信ネットワークの図。
【図２】本開示のいくつかの態様による例示的アクセスポイントおよびユーザ端末のブロ
ック図。
【図３】本開示のいくつかの態様による例示的ワイヤレスデバイスのブロック図。
【図４】本開示のいくつかの態様による、例示的なマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ）交換を示す図。
【図５】本開示のいくつかの態様による、別の例示的なＭＵ－ＭＩＭＯ交換を示す図。
【図６】本開示のいくつかの態様による、アクセスポイントにおいて実行され得る例示的
な動作を示す図。
【図６Ａ】図６に示す動作を実行することが可能な例示的手段を示す図。
【図７】本開示のいくつかの態様による、アクセス端末において実行され得る例示的な動
作を示す図。
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【図７Ａ】図７に示す動作を実行することが可能な例示的手段を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　［詳細な説明］
　添付の図面を参照しながら本開示の様々な態様について以下でより十分に説明する。た
だし、本開示は、多くの異なる形態で実施され得るものであり、本開示全体にわたって提
示する任意の特定の構造または機能に限定されるものと解釈すべきではない。むしろ、こ
れらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるために
与えるものである。本明細書の教示に基づいて、本開示の範囲は、本開示の他の態様とは
無関係に実装されるにせよ、本開示の他の態様と組み合わせて実装されるにせよ、本明細
書で開示する本開示のいかなる態様をもカバーするものであることを、当業者なら諒解さ
れたい。たとえば、本明細書に記載の態様をいくつ使用しても、装置を実現し、または方
法を実施することができる。さらに、本開示の範囲は、本明細書に記載の本開示の様々な
態様に加えてまたはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用
して実施されるそのような装置またはそのような方法をカバーするものとする。本明細書
で開示する本開示の任意の態様が請求項の１つまたは複数の要素によって実施できること
を理解されたい。
【００２０】
　「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きをすること」を
意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいかなる態様も、必ずし
も他の態様よりも好適または有利なものと解釈すべきではない。
【００２１】
　本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形体および置換
は本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点について説明するが
、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、本
開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および送信プロト
コルに広く適用可能であるものとし、そのうちのいくつかを例として図および好ましい態
様についての以下の説明で示す。発明を実施するための形態および図面は、限定的なもの
ではなく本開示を説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲およびそ
の均等物によって規定される。
【００２２】
　［例示的なワイヤレス通信システム］
　本明細書に記載の技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む様々なブロード
バンドワイヤレス通信システムに使用され得る。そのような通信システムの例には、空間
分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（Ｏ
ＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム
などがある。ＳＤＭＡシステムは、十分に異なる方向を使用して、複数のユーザ端末に属
すデータを同時に送信することができる。ＴＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末が、送
信信号を異なるタイムスロットに分割することによって、同じ周波数チャネルを共有する
ことを可能にすることができ、各タイムスロットは、異なるユーザ端末に割り当てられる
。ＴＤＭＡシステムは、ＧＳＭ（登録商標）または当技術分野で知られている何らかの他
の規格を実装することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交
サブキャリアに区分する変調技法である、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用する。
これらのサブキャリアは、トーン、ビンなどと呼ぶこともできる。ＯＦＤＭでは、各サブ
キャリアはデータで独立して変調できる。ＯＦＤＭシステムは、ＩＥＥＥ８０２．１１ま
たは当技術分野で知られている何らかの他の規格を実装することができる。ＳＣ－ＦＤＭ
Ａシステムは、システム帯域幅にわたって分散されたサブキャリア上で送信するためのイ
ンターリーブされたＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接するサブキャリアのブロック上で送信
するための局所ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、または隣接するサブキャリアの複数のブロック
上で送信するための拡張ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用することができる。一般に、変調
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シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間領域で送信される。Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡシステムは、３ＧＰＰ－ＬＴＥ（第３世代パートナーシッププロジェクトロ
ングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ））または当技
術分野で知られているいくつかの他の規格を実装することができる。
【００２３】
　本明細書の教示は、様々なワイヤードまたはワイヤレス装置（たとえば、ノード）に組
み込まれ得る（たとえば、その装置内に実装され、またはその装置によって実行され得る
）。いくつかの態様では、ノードはワイヤレスノードを備える。たとえば、そのようなワ
イヤレスノードは、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクを介したネットワーク（たと
えば、インターネットまたはセルラーネットワークなど、ワイドエリアネットワーク）の
ための、またはネットワークへの接続性を与え得る。いくつかの態様では、本明細書の教
示に従って実装されるワイヤレスノードはアクセスポイントまたはアクセス端末を備え得
る。
【００２４】
　アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（「ＲＮ
Ｃ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、ベーストランシーバ局（「Ｂ
ＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線トラ
ンシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「ＥＳＳ」）、無
線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして
実装されるか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実
装形態では、アクセスポイントは、セットトップボックスキオスク、メディアセンター、
またはワイヤレスもしくはワイヤード媒体を介して通信するように構成された他のどの好
適なデバイスも備え得る。本開示のいくつかの態様によると、アクセスポイントは、ワイ
ヤレス通信規格の米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ファミリーに従って
動作し得る。
【００２５】
　アクセス端末（「ＡＴ」）は、アクセス端末、加入者局、加入者ユニット、移動局、リ
モート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機
器、ユーザ局、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装される
か、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態では
、アクセス端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩ
Ｐ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）
、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、局（ＳＴＡ）、またはワイヤレス
モデムに接続された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書
で教示する１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラー電話またはスマートフォ
ン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ポータブル
コンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、タブレット、娯楽デバイス（
たとえば、音楽もしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、テレビジョンディスプレ
イ、セキュリティビデオカメラ、フリップカム、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、全
地球測位システムデバイス、またはワイヤレスもしくはワイヤード媒体を介して通信する
ように構成された任意の他の好適なデバイスに組み込まれ得る。本開示のいくつかの態様
によると、アクセス端末は、ワイヤレス通信規格のＩＥＥＥ８０２．１１ファミリーに従
って動作し得る。
【００２６】
　図１に、アクセスポイントとユーザ端末とをもつ多元接続多入力多出力（ＭＩＭＯ）シ
ステム１００を示す。簡単のために、図１にはただ１つのアクセスポイント１１０を示し
てある。アクセスポイントは、一般に、ユーザ端末と通信する固定局であり、基地局また
は何らかの他の用語で呼ばれることもある。ユーザ端末は、固定でも移動でもよく、移動
局、ワイヤレスデバイスまたは何らかの他の用語で呼ばれることもある。アクセスポイン
ト１１０は、ダウンリンクおよびアップリンク上で任意の所与の瞬間において１つまたは
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複数のユーザ端末１２０と通信することができる。ダウンリンク（すなわち、順方向リン
ク）はアクセスポイントからユーザ端末への通信リンクであり、アップリンク（すなわち
、逆方向リンク）はユーザ端末からアクセスポイントへの通信リンクである。ユーザ端末
はまた、別のユーザ端末とピアツーピアに通信することができる。システムコントローラ
１３０は、アクセスポイントに結合し、アクセスポイントの調整および制御を行う。
【００２７】
　以下の開示の部分では、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）によって通信することが可能な
ユーザ端末１２０について説明するが、いくつかの態様では、ユーザ端末１２０は、ＳＤ
ＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末をも含むことができる。したがって、そのよ
うな態様では、ＡＰ１１０は、ＳＤＭＡユーザ端末と非ＳＤＭＡユーザ端末の両方と通信
するように構成できる。この手法は、より新しいＳＤＭＡユーザ端末が適宜に導入される
ことを可能にしながら、より古いバージョンのユーザ端末（「レガシー」局）が企業に配
備されたままであることを都合よく可能にして、それらの有効寿命を延長することができ
る。
【００２８】
　システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ伝送のために複数の
送信アンテナおよび複数の受信アンテナを採用する。アクセスポイント１１０は、Ｎap個
のアンテナを備え、ダウンリンク送信では多入力（ＭＩ）を表し、アップリンク送信では
多出力（ＭＯ）を表す。Ｋ個の選択されたユーザ端末１２０のセットは、ダウンリンク送
信では多出力を集合的に表し、アップリンク送信では多入力を集合的に表す。純粋なＳＤ
ＭＡでは、Ｋ個のユーザ端末向けのデータシンボルストリームが、何らかの手段によって
符号、周波数または時間多重化されない場合、Ｎap≧Ｋ≧１をもつことが所望される。デ
ータシンボルストリームが、ＴＤＭＡ技法、ＣＤＭＡを用いた異なる符号チャネル、ＯＦ
ＤＭを用いたサブバンドの独立セットなどを使って多重化され得る場合、Ｋは、Ｎapより
も大きくてよい。各選択されたユーザ端末は、ユーザ固有のデータをアクセスポイントに
送信し、および／またはアクセスポイントからユーザ固有のデータを受信する。一般に、
各選択されたユーザ端末は、１つまたは複数のアンテナを備えることができる（すなわち
、Ｎut≧１）。Ｋ個の選択されたユーザ端末は、同じまたは異なる数のアンテナを有する
ことができる。
【００２９】
　ＳＤＭＡシステム１００は時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ）システムとすることができる。ＴＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンク
は同じ周波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンクは異
なる周波数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、伝送のために単一のキャリ
アまたは複数のキャリアを利用することができる。各ユーザ端末は、（たとえば、コスト
を抑えるために）単一のアンテナを備えることができ、または（たとえば、追加費用をサ
ポートすることができる場合）複数のアンテナを備えることができる。ユーザ端末１２０
が、送信／受信を異なるタイムスロットに分割することによって、同じ周波数チャネルを
共有する場合、システム１００は、ＴＤＭＡシステムであってもよく、各タイムスロット
は、異なるユーザ端末１２０に割り当てられる。
【００３０】
　図１に示すワイヤレスシステム１００は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃワイヤレス通信規
格に従って動作し得る。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃは、ＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレス
ネットワークにおけるより高いスループットを可能にする新たなＩＥＥＥ８０２．１１改
正を表す。より高いスループットは、一度に複数の局１２０への並列送信など、いくつか
の処置により、またはより広いチャネル帯域幅（たとえば、８０ＭＨｚもしくは１６０Ｍ
Ｈｚ）を使うことによって実現され得る。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃは、超高スループッ
ト（ＶＨＴ）ワイヤレス通信規格とも呼ばれる。
【００３１】
　図２に、ＭＩＭＯシステム１００におけるアクセスポイント１１０と２つのユーザ端末



(15) JP 2013-536655 A 2013.9.19

10

20

30

40

50

１２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図を示す。アクセスポイント１１０は、ＮT個のア
ンテナ２２４ａ～２２４ｔを備える。ユーザ端末１２０ｍは、Ｎut,m個のアンテナ２５２
ｍａ～２５２ｍｕを備え、ユーザ端末１２０ｘは、Ｎut,x個のアンテナ２５２ｘａ～２５
２ｘｕを備える。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクでは送信エンティティであり
、アップリンクでは受信エンティティである。各ユーザ端末１２０は、アップリンクでは
送信エンティティであり、ダウンリンクでは受信エンティティである。本明細書で使用す
る「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを送信することが可能な
独立動作型の装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は、ワイヤレスチャネル
を介してデータを受信することが可能な独立動作型の装置またはデバイスである。以下の
説明では、下付き文字「ｄｎ」はダウンリンクを示し、下付き文字「ｕｐ」はアップリン
クを示し、Ｎup個のユーザ端末がアップリンク上での同時伝送のために選択され、Ｎdn個
のユーザ端末がダウンリンク上での同時伝送のために選択され、Ｎupは、Ｎdnに等しいこ
とも等しくないこともあり、ＮupおよびＮdnは、静的な値であるかまたはスケジュール間
隔ごとに変化することができる。アクセスポイントおよびユーザ端末においてビームステ
アリングまたは何らかの他の空間処理技法が使用できる。
【００３２】
　アップリンク上では、アップリンク送信のために選択された各ユーザ端末１２０におい
て、ＴＸデータプロセッサ２８８は、データソース２８６からトラフィックデータを受信
し、コントローラ２８０から制御データを受信する。ＴＸデータプロセッサ２８８は、ユ
ーザ端末のための選択されたレートに関連する変調符号化方式に基づいて、ユーザ端末の
ためのトラフィックデータを処理（たとえば、エンコード、インターリーブ、および変調
）し、データシンボルストリームを与える。ＴＸ空間プロセッサ２９０は、データシンボ
ルストリームに対して空間処理を実施し、Ｎut,m個のアンテナにＮut,m個の送信シンボル
ストリームを与える。各送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４は、アップリンク信号を発生
するために、それぞれの送信シンボルストリームを受信し、処理（たとえば、アナログ変
換、増幅、フィルタ処理、および周波数アップコンバート）する。Ｎut,m個の送信機ユニ
ット２５４は、Ｎut,m個のアンテナ２５２からアクセスポイントへの送信用に、Ｎut,m個
のアップリンク信号を与える。
【００３３】
　アップリンク上での同時伝送のためにＮup個のユーザ端末がスケジュールできる。これ
らのユーザ端末の各々は、そのデータシンボルストリームに対して空間処理を実行し、ア
ップリンク上で送信シンボルストリームのそのセットをアクセスポイントに送信する。
【００３４】
　アクセスポイント１１０において、Ｎap個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐは、アップ
リンク上で送信するすべてのＮup個のユーザ端末からアップリンク信号を受信する。各ア
ンテナ２２４は、受信信号をそれぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に供給する。
各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行された処理を補足する処
理を実行し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロセッサ２４０は、Ｎap個の
受信機ユニット２２２からのＮap個の受信シンボルストリームに対して受信機空間処理を
実行し、Ｎup個の復元されたアップリンクデータシンボルストリームを与える。受信機空
間処理は、チャネル相関行列反転（ＣＣＭＩ）、最小平均２乗誤差（ＭＭＳＥ）、ソフト
干渉除去（ＳＩＣ）、または何らかの他の技法に従って実行される。各復元されたアップ
リンクデータシンボルストリームは、それぞれのユーザ端末によって送信されたデータシ
ンボルストリームの推定値である。ＲＸデータプロセッサ２４２は、復号データを得るた
めに、そのストリームのために使用されたレートに応じて各復元されたアップリンクデー
タシンボルストリームを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）する。
各ユーザ端末の復号データは、記憶のためにデータシンク２４４に供給でき、および／ま
たはさらなる処理のためにコントローラ２３０に供給できる。
【００３５】
　ダウンリンク上では、アクセスポイント１１０において、ＴＸデータプロセッサ２１０
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は、ダウンリンク送信のためにスケジュールされたＮdn個のユーザ端末のためのデータソ
ース２０８からトラフィックデータを受信し、コントローラ２３０から制御データを受信
し、場合によってはスケジューラ２３４から他のデータを受信する。様々なタイプのデー
タは様々なトランスポートチャネル上で送信できる。ＴＸデータプロセッサ２１０は、そ
のユーザ端末のために選択されたレートに基づいて各ユーザ端末のトラフィックデータを
処理（たとえば、符号化、インターリーブ、変調）する。ＴＸデータプロセッサ２１０は
、Ｎdn個のダウンリンクデータシンボルストリームをＮdn個のユーザ端末に供給する。Ｔ
Ｘ空間プロセッサ２２０は、Ｎdn個のダウンリンクデータシンボルストリームに対して空
間処理（本開示に記載するプリコーディングまたはビームフォーミングなど）を実施し、
Ｎap個のアンテナにＮap個の送信シンボルストリームを与える。各送信機ユニット２２２
は、ダウンリンク信号を発生するために、それぞれの送信シンボルストリームを受信し、
処理する。Ｎap個のアンテナ２２４からユーザ端末への送信用に、Ｎap個のダウンリンク
信号を与えるＮap個の送信機ユニット２２２。
【００３６】
　各ユーザ端末１２０において、Ｎut,m個のアンテナ２５２は、アクセスポイント１１０
からＮap個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関連するアンテ
ナ２５２からの受信信号を処理し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロセッ
サ２６０は、Ｎut,m個の受信機ユニット２５４からのＮut,m個の受信シンボルストリーム
に対して受信機空間処理を実行し、復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを
ユーザ端末に与える。受信機空間処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥまたは何らかの他の技法に
従って実行される。ＲＸデータプロセッサ２７０は、ユーザ端末のための復号データを得
るために、復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを処理（たとえば、復調、
デインターリーブおよび復号）する。
【００３７】
　各ユーザ端末１２０において、チャネル推定器２７８は、ダウンリンクチャネル応答を
推定し、チャネル利得推定値、ＳＮＲ推定値、ノイズ分散などを含み得るダウンリンクチ
ャネル推定値を与える。同様に、チャネル推定器２２８は、アップリンクチャネル応答を
推定し、アップリンクチャネル推定値を与える。各ユーザ端末用のコントローラ２８０は
通常、ユーザ端末についての空間フィルタ行列を、そのユーザ端末についてのダウンリン
クチャネル応答行列Ｈdn,mに基づいて導出する。コントローラ２３０は、アクセスポイン
トについての空間フィルタ行列を、実効アップリンクチャネル応答行列Ｈup,effに基づい
て導出する。各ユーザ端末用のコントローラ２８０は、フィードバック情報（たとえば、
ダウンリンクおよび／またはアップリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定値、など）
をアクセスポイントに送ることができる。コントローラ２３０および２８０は、それぞれ
、アクセスポイント１１０およびユーザ端末１２０における様々な処理ユニットの動作も
制御する。
【００３８】
　本開示のいくつかの態様は、アクセスポイント１１０からのマルチユーザ多入力多出力
（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信に応答して複数のユーザ端末１２０から送信される確認応答メッ
セージの管理をサポートする。いくつかの態様によると、ポーリング型ブロック確認応答
（ＢＡ;immediate Block Acknowledgement）機構は、確認応答（ＡＣＫ）プロトコルにと
って必須と見なされる場合があり、逐次（または他のタイプのスケジュール型／決定性）
機構は、任意選択と見なされる場合がある。
【００３９】
　図３に、ワイヤレス通信システム１００内で採用できるワイヤレスデバイス３０２にお
いて利用できる様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス３０２は、本明細書で説明す
る様々な方法を実装するように構成できるデバイスの一例である。ワイヤレスデバイス３
０２はアクセスポイント１１０またはユーザ端末１２０であり得る。
【００４０】
　ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２の動作を制御するプロセッサ
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３０４を含むことができる。プロセッサ３０４は中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ばれること
もある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含む
ことができるメモリ３０６は、命令とデータとをプロセッサ３０４に与える。メモリ３０
６の一部は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含むことができる。プロ
セッサ３０４は一般に、メモリ３０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理お
よび演算動作を実行する。メモリ３０６中の命令は、本明細書で説明する方法を実装する
ために実行可能である。
【００４１】
　ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２と遠隔地との間のデータの送
信および受信を可能にするために送信機３１０と受信機３１２とを含むことができるハウ
ジング３０８を含むこともできる。送信機３１０と受信機３１２とを組み合わせてトラン
シーバ３１４を形成することができる。単一または複数の送信アンテナ３１６は、ハウジ
ング３０８に取り付けられ、トランシーバ３１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデ
バイス３０２は、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバをも含むことができ
る（図示せず）。
【００４２】
　ワイヤレスデバイス３０２は、トランシーバ３１４によって受信された信号のレベルを
検出および定量化するために使用できる信号検出器３１８をも含むことができる。信号検
出器３１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電力ス
ペクトル密度および他の信号などの信号を検出し得る。ワイヤレスデバイス３０２は、信
号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）３２０を含むことも
できる。
【００４３】
　本開示は、ワイヤレスデバイス３０２にサービスするアクセスポイント（図３には示さ
ず）からのＭＵ－ＭＩＭＯ送信に応答してワイヤレスデバイス３０２から送信されるＡＣ
Ｋメッセージの管理をサポートする。ワイヤレスデバイス３０２は、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信
を受信するユーザ端末の１つに対応し得る。いくつかの態様によると、ポーリング型ＢＡ
機構は、ＡＣＫプロトコルにとって必須と見なされる場合があり、逐次（または他のタイ
プのスケジュール型／決定性）機構は、任意選択と見なされる場合がある。
【００４４】
　ワイヤレスデバイス３０２の様々な構成要素は、データバスに加えて、パワーバス、制
御信号バス、およびステータス信号バスを含むことができるバスシステム３２２によって
一緒に結合できる。
【００４５】
　図１～図２のＷＬＡＮ１００などの次世代ワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）では、ダウンリンク（ＤＬ）ＭＵ－ＭＩＭＯ送信は、全体的ネットワークスルー
プットを増大するための有望な技法を表し得る。ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信のほとんどの
態様において、アクセスポイント（たとえば、図１～図２のアクセスポイント１１０また
は図３のワイヤレスデバイス３０２）から複数のユーザ局（たとえば、図１～図２のユー
ザ端末１２０）に送信されるプリアンブルの非ビームフォーミング部分は、局（ＳＴＡ）
への空間ストリームの割振りを示す空間ストリーム割振りフィールドを搬送し得る。
【００４６】
　この割振り情報を局（ＳＴＡ）側で解析するために、各ＳＴＡは、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信
を受信するようにスケジュールされた複数のＳＴＡのうち１組のＳＴＡにおける自ＳＴＡ
の順序付けまたはＳＴＡ番号を知る必要があり得る。こうするには、グループの形成を伴
う場合があり、プリアンブル中のグループ識別（ｇｒｏｕｐＩＤ）フィールドは、ＳＴＡ
に、所与のＭＵ－ＭＩＭＯ送信において送信を受ける１組のＳＴＡ（およびその順番）を
伝えることができる。送信オーバーヘッドにプリアンブルビットが加わるので、所与の瞬
間に、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信においてＳＴＡを一緒にスケジュールするための柔軟性を犠牲
にすることなく、できるだけｇｒｏｕｐＩＤにはビットを費やさないようにすることが望
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ましい場合がある。
【００４７】
　［ＭＵ－ＭＩＭＯ送信についての、複数の宛先からの確認応答メッセージの管理］
　本開示は、ＭＵ－ＭＩＭＯデータ送信に確認応答するためのプロトコルを提供する。本
明細書に提示する様々なプロトコルは、ポーリング型、逐次およびスケジュール型確認応
答、ならびにそれらの様々な組合せを含み得る。
【００４８】
　本開示のいくつかの態様によると、ポーリング型ブロック確認応答（ＢＡ）機構は、確
認応答（ＡＣＫ）プロトコルにとって必須と見なされ得る。いくつかの態様によると、逐
次（または他のタイプのスケジュール型／決定性）機構は、ＡＣＫプロトコルにとって任
意選択と見なされ得る。
【００４９】
　ポーリング型ＢＡプロトコルは、いくつかの点で、既存の確認応答機構および「複数フ
レーム」伝送規則と同様に動作し得るが、本明細書に提示するいくつかの追加制約を伴う
。一例として、マルチユーザ物理レイヤコンバージェンス手順プロトコルデータユニット
（ＭＵ－ＰＰＤＵ）は、以下のデータの組合せの１つを備え得る。
【００５０】
　本開示の一態様において、ＳＴＡの１つについてのアグリゲート媒体アクセス制御プロ
トコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）のサービス品質（ＱｏＳ）制御フィールド確認応
答ポリシービット(acknowledgement policy bit)５～６は、「暗黙ブロック確認応答要求
（ＢＡＲ;Block Acknowledgement Request）」ポリシーを指す「００」にセットすること
ができ、これらのビットは、「ＢＡＲ待機」ポリシーを有する宛先ＳＴＡについては「１
１」に、または「Ｎｏ－ＡＣＫ」ポリシーについては「１０」にセットすることができる
。別の態様では、非ＱｏＳデータをもつＡ－ＭＰＤＵのＱｏＳ制御フィールド確認応答ポ
リシービット５～６は、正常Ａ－ＭＰＤＵを求めるＳＴＡの１つについては「００」にセ
ットすることができ、これらのビットは、「ＢＡＲ待機」ポリシーを有する宛先ＳＴＡに
ついては「１１」に、または「Ｎｏ－ＡＣＫ」ポリシーについては「１０」にセットする
ことができる。さらに別の態様では、すべてのＡ－ＭＰＤＵが、「Ｎｏ－ＡＣＫ」ポリシ
ーについて「１０」にセットされたＱｏＳ制御フィールド確認応答ポリシービット５～６
を備え得る。
【００５１】
　すべてのデータについてのＡＣＫポリシーが、Ｎｏ－ＡＣＫを示す値にセットされない
（たとえば、ＡＣＫが送られることはない）限り、少なくとも１つのＳＴＡが即時ＡＣＫ
またはＢＡを確実に求めるようにするために、いくつかの規則が適用され得る。本明細書
に提示するいくつかの態様によると、ＭＵ－ＰＰＤＵ自体における衝突(collision)を検
出させることができないので、結果としてすべてのＳＴＡが遅延ブロックＡＣＫをもつこ
とになる、（ＭＵ－ＭＩＭＯ送信におけるすべてのＭＡＣプロトコルデータユニット（Ｍ
ＰＤＵ）について）ＡＣＫポリシーの設定を避けることが望ましい場合がある。
【００５２】
　いくつかの態様によると、ＳＴＡから送信されたＡＣＫ（またはブロック確認応答「Ｂ
Ａ」）の正しい受信まで、同じＳＴＡについて即時ＢＡ(immediate BA)が設定され得る。
ＢＡの受信後は、異なるＳＴＡについて即時ＢＡメッセージが設定されるべきである。
【００５３】
　いくつかの態様によると、ＡＰは、ＢＡＲメッセージを送信することによって、すべて
のＳＴＡ（「暗黙ブロック(implicit Block)ＡＣＫ要求」または「正常ＡＣＫ(Normal AC
K)」が設定されているもの以外）をポーリングすることができる。そのような場合、ＡＰ
は、直前ＡＣＫまたはＢＡの正しい受信の後で、ＢＡＲフレームショートフレーム間空間
（ＳＩＦＳ）の送信を開始することができる。これを図４に示す。図に示すように、ＡＰ
は、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０により複数のＭＰＤＵを送信することができる。ＳＴＡ１
が即時確認応答メッセージ４１２（ＡＣＫ）を送信し、ＳＴＡ２およびＳＴＡ３がそのＡ
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ＣＫメッセージ４１２を、ＢＡＲメッセージ４１４を受信した後でのみ送信するように、
ＡＣＫポリシーが設定され得る。
【００５４】
　いくつかの態様によると、拡張分散協調アクセス（ＥＤＣＡ）規則は、送信機会（Ｔｘ
ＯＰ）中に複数のフレームを相次いで送信する様々なやり方を定義し得る。一例として、
第１のフレーム交換が成功した場合（Ｎｏ－ＡＣＫフレームまたは成功ＡＣＫを有するフ
レームのいずれか）、ＡＰは、各成功交換の後ではＳＩＦＳ分離を用いて、または各失敗
交換の後では、ポイント調整機能（Point coordination function）フレーム間空間（Ｐ
ＩＦＳ）分離を用いて、フレームを送信し続けることを許可され得る。第１のフレーム交
換が失敗した場合、ＡＰは、フレームを送信し続けることを許可され得ない（すなわち、
ＡＰは、ＴｘＯＰを得なかった）。
【００５５】
　そのような規則は、ＥＤＣＡ規則への準拠を確実にするのを助けることができ、第１の
フレーム交換が成功だった（すなわち、即時ＢＡが正しく受信され、またはＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ　ＰＰＤＵ前の送信要求送信可（ＲＴＳ－ＣＴＳ）交換が正しい）場合、第１のＡＣＫ
またはＢＡの後のＳＩＦＳ期間にＢＡＲメッセージが送信され得ることを含意し得る。そ
うではなく、第１のフレーム交換が失敗した（すなわち、即時ＢＡが受信され得ない）場
合、ＢＡＲメッセージは送信され得ない。
【００５６】
　いくつかの態様によると、一次ＳＴＡから受信されることが予想される欠落確認応答メ
ッセージ（たとえば、ＢＡ）は、失敗イベント（衝突検出を示す）をトリガし得る。いく
つかの態様によると、ポーリング型方式では、一次ＳＴＡは、即時ＢＡメッセージまたは
正常ＡＣＫメッセージが要求されるものでよい。この場合、一次ＳＴＡからの欠落即時Ｂ
ＡまたはＡＣＫは、ＭＵ送信の一次アクセスカテゴリ（ＡＣ;access category）について
失敗イベントをトリガし得る。第１のフレーム交換が失敗した（すなわち、ＢＡが欠落し
ている）場合、コンテンションウィンドウ（ＣＷ）が増大され得ることを、様々な規則が
定義し得る。
【００５７】
　ＢＡＲは通常、その応答としてのＢＡに関連付けることができ、したがって、ＢＡＲは
、ＭＵ－ＰＰＤＵ自体における衝突検出には使用できない（ＢＡＲ自体における衝突は検
出することができる）ことに留意されたい。したがって、即時ＢＡをもたないポーリング
型方式は、ＭＵ－ＰＰＤＵにおける衝突を検出することができない。
【００５８】
　即時ＢＡは、各ＭＰＤＵが、そのＱｏＳフィールド中で指示を搬送することを求め得る
。いくつかの態様によると、宛先向けのデータがＱｏＳポリシーに関連付けられると、再
送信は同じポリシーを使用し得る。２つの後続送信において、異なる「部分的重複」ユー
ザＳＴＡグループに送信するとき、複数の宛先向けの（再送信）データが、即時ＢＡポリ
シーに関連付けられるということが起こる可能性があるが、これは許されることではない
。いくつかの態様によると、各送信ごとに独立してＢＡポリシーを設定できることが望ま
しい場合があるが、このことは、最後の瞬間におけるパケットおよび巡回冗長検査（ＣＲ
Ｃ）の変更を含意し得る。
【００５９】
　いくつかの態様によると、即時ＢＡは、ＭＵグループにおける「第１の」位置に結び付
けられ（関連付けられ）得る。これにより、ＡＣＫを戻すことになるＳＴＡを効果的に制
限することができる。一例として、４つのＳＴＡを有するただ１つのグループがある場合
、ただ１つのグループを作成すればよく、すなわち、衝突検出は常に、同じＳＴＡについ
て行われることになる。
【００６０】
　いくつかの態様によると、グループ中での位置１にあるＳＴＡは、暗黙ＢＡ機構に従い
、ＤＬ送信の後にＢＡ　ＳＩＦＳを送信することができる。この場合、位置ｎにあるＳＴ
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Ａは、ＭＵ－ＰＰＤＵ送信の終結後、有効なレガシー信号（Ｌ－ＳＩＧ）フィールドをも
つ、受信したＰＰＤＵの数をカウントし、そのＢＡフレームＳＩＦＳ時間を、第（ｎ－１
）のフレームの送信の終結後に送信することができる。これを図５に示す。図に示すよう
に、ＡＰは、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信５１０により複数のＭＰＤＵを送信することができる。
この場合、各ＳＴＡは、その確認応答メッセージ５１２（ＡＣＫ）を、その位置に基づい
て逐次送信することができる。
【００６１】
　いくつかの態様によると、前のフレームの終結に続くＳＩＦＳ＋ａＰＨＹ－ＲＸ－ＳＴ
ＡＲＴ－Ｄｅｌａｙ時間の期間中に、ＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎが
起こらない場合、ＳＴＡは、逐次ＢＡ方式が失敗したと結論付けてよく、ＢＡを送信しな
くてよい。
【００６２】
　いくつかの態様によると、ＰＰＤＵは検出されたが、Ｌ－ＳＩＧフィールドが有効でな
い場合、ＳＴＡは、逐次ＢＡ方式が失敗したと結論付けてよく、ＢＡを送信しなくてよい
。ある態様では、タイプＢＡのフレームを受信したＳＴＡは、逐次手順を中止してよい。
【００６３】
　ＡＰにおいて、ＭＵ－ＭＰＵ送信に関係したＰＨＹ－ＴＸＥＮＤ．ｃｏｎｆｉｒｍに続
く、または有効ＢＡに関係したＰＨＹ－ＲＸＥＮＤ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎに続くＳＩＦ
Ｓ＋ａＰＨＹ－ＲＸ－ＳＴＡＲＴ－Ｄｅｌａｙ時間の期間中に、ＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ
．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎが起こらない場合、ＡＰは、逐次ＢＡ方式が失敗したと結論付け
てよく、ポーリング型方式の規則に従うことによって継続して、ＢＡを取り出すことがで
きる。いくつかの規則は、第１のＡＣＫが欠落している場合、ＡＰが第２のＳＴＡについ
てポーリングすることを許可し得ないことに留意されたい。
【００６４】
　ＳＴＡが、ＡＣＫまたはＢＡを戻すと思われない場合、ＡＰは、ＳＩＦＳ時間の後、フ
ィラーフレームを送信すればよい。この場合、ＡＰは、ＳＴＡがＡＣＫを戻すと思われな
いことを知ることができる。ある態様では、フィラーフレームはＡＣＫであってもよく、
ＳＴＡにおけるフレームカウントは、修正しなくてよい。
【００６５】
　いくつかの態様によると、一連の逐次ＡＣＫ中に中断がある場合、ＡＰは、後で正常Ａ
ＣＫについてポーリングすることができなくなり得る。可能な解決策は、逐次ＡＣＫを有
する正常ＡＣＫを許可しないこと、位置１にあるＳＴＡについての正常ＡＣＫのみを許可
すること、および／または正常ＡＣＫ向けの新たなポーリング機構を定義することを含み
得る。
【００６６】
　いくつかの態様によると、位置１にあるＳＴＡは、暗黙ＢＡ機構に従い、ＤＬ送信の後
にＢＡ　ＳＩＦＳを送信することができる。位置ｎにあるＳＴＡは、ＭＵ－ＰＰＤＵ送信
の終結後に、タイプＡＣＫまたはＢＡの、正しく受信されたフレームの数をカウントする
ことができ、そのＡＣＫまたはＢＡフレームＳＩＦＳ時間を、第（ｎ－１）のフレームの
送信の終結後に送信することができる。
【００６７】
　前のフレームの終結に続くＳＩＦＳ＋ａＰＨＹ－ＲＸ－ＳＴＡＲＴ－Ｄｅｌａｙ時間の
期間中に、ＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎが起こらない場合、ＳＴＡは
、逐次ＢＡ方式が失敗したと結論付けてよく、ＢＡを送信しなくてよい。フレームは検出
されたがＦＣＳが失敗するか、またはフレームがＡＣＫもしくはＢＡタイプではない場合
、ＳＴＡは、逐次ＢＡ方式が失敗したと結論付けてよく、ＡＣＫまたはＢＡを送信しなく
てよい。ある態様では、タイプＢＡのフレームを受信したＳＴＡは、逐次手順を中止して
よい。
【００６８】
　ＡＰにおいて、いくつかの態様によれば、ＭＵ－ＭＰＵ送信に関係したＰＨＹ－ＴＸＥ
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ＮＤ．ｃｏｎｆｉｒｍに続く、または有効ＡＣＫもしくはＢＡに関係したＰＨＹ－ＲＸＥ
ＮＤ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎに続くＳＩＦＳ＋ａＰＨＹ－ＲＸ－ＳＴＡＲＴ－Ｄｅｌａｙ
時間の期間中に、ＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎが起こらない場合、Ａ
Ｐは、逐次ＢＡ方式が失敗したと結論付けてよく、ポーリング型方式用に定義された規則
に従って継続して、ＢＡを取り出すことができる。
【００６９】
　図６は、本開示のいくつかの態様による、アクセスポイント（ＡＰ）において実行され
得る例示的な動作６００を示す。動作は始めに、６０２で、複数のデータユニット（ＤＵ
）を生成する。動作６００は続いて、６０４で、複数の装置へのＤＵを備えるマルチユー
ザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信を送信し、ＤＵについての確認応答ポリシーは、
装置のうち第１の装置だけに、確認応答メッセージで応答させるように設定され得る。あ
る態様では、複数のＤＵは、複数の媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤ
Ｕ）を備え得る。
【００７０】
　ある態様では、ＡＰは、装置の少なくとも１つに、グループ中での位置を割り当てるこ
とができ、どの装置が第１の装置であるかは、グループ中でのその装置の位置に基づいて
判断され得る。ＡＰは、グループ中での別の位置を割り当てられていない少なくとも１つ
の装置に、ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）メッセージを送信することができる。さらに
、ＡＰは、一次アクセスカテゴリまたは二次アクセスカテゴリのうち少なくとも１つのカ
テゴリの複数のＤＵを生成するようにも構成され得る。
【００７１】
　ある態様では、ＤＵの送信後の期間中にＡＰにおいてＰＨＹ－ＲＸＳＴＡＲＴ指示が検
出されない場合、ＡＰは、装置の１つからの（たとえば、第１の装置からの）確認応答が
欠落していることを検出することができる。この期間は、その１つの装置に特有であり得
ることに留意されたい。
【００７２】
　ある態様では、一次アクセスカテゴリの複数のＤＵのうちあるＤＵについての確認応答
ポリシーが、正常ＡＣＫについて設定され得る。この場合、確認応答メッセージは、正常
ＡＣＫを備え得る。
【００７３】
　図７は、本開示のいくつかの態様による、アクセス端末（ＡＴ）において実行され得る
例示的な動作７００を示す。動作７００は始めに、７０２で、装置（ＡＴ）において、１
つまたは複数の他のＤＵとともに送信されたデータユニット（ＤＵ）を受信し、ＤＵにつ
いての確認応答ポリシーは、ＤＵに関連付けられた複数の装置のうち第１の装置だけに、
確認応答で応答させるように設定され得る。７０４で、装置に関連付けられたＤＵについ
ての確認応答ポリシーの１つに基づく、確認応答メッセージを送信するタイミングが判断
され得る。ある態様では、ＤＵは媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ
）を備えることができ、１つまたは複数の他のＤＵは、１つまたは複数の他のＭＰＤＵを
備えることができる。
【００７４】
　ある態様では、ＡＴは、グループ中での装置の位置の割当てを受信することができる。
確認応答メッセージを送信するタイミングは、グループ中での割当て位置に基づいて判断
することができる。ＡＴは、グループ中での他の割当て位置を有する装置によって送信さ
れる確認応答メッセージに対して、確認応答メッセージを送信するための順序を判断する
ことができる。
【００７５】
　本開示の一態様では、ＤＵのレガシー信号（Ｌ－ＳＩＧ）フィールドが有効でない場合
、ＡＴは、確認応答メッセージを送信しないと決定し得る。別の態様では、ＤＵを送信す
るＡＰからの、特定の数のフレームの送信の終結に続く期間中に、ＡＴにおいてＰＨＹ－
ＲＸＳＴＡＲＴ指示が検出されない場合、ＡＴは、確認応答メッセージを送信しないと決
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定し得る。さらに別の態様では、ＡＴは、装置のうち１つまたは複数に関連付けられた１
つまたは複数の他の確認応答メッセージが、１つまたは複数の他のＤＵが送信された際に
経由した媒体上で検出されない場合、確認応答メッセージを送信しないと決定し得る。さ
らに別の態様では、ＡＴは、１つまたは複数の他のＤＵとともに送信されたＤＵが媒体上
で検出されていないが、１つまたは複数の他のＤＵに対応する１つまたは複数の確認応答
メッセージが媒体上で検出される場合、ＡＰに確認応答メッセージを送信するのを控え得
る。さらに別の態様では、ＡＴは、確認応答メッセージを送信する前に、ブロック確認応
答要求（ＢＡＲ）を待つと決定し得る。
【００７６】
　上記で説明した方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任意の好適
な手段によって実行され得る。それらの手段は、限定はしないが、回路、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々な（１つまたは複数の）ハードウェ
アおよび／またはソフトウェア構成要素および／またはモジュールを含み得る。一般に、
図に示す動作がある場合、それらの動作は、同様の番号をもつ対応するカウンターパート
のミーンズプラスファンクション構成要素を有し得る。たとえば、図６および図７に示す
動作６００および７００は、図６Ａおよび図７Ａに示す構成要素６００Ａおよび７００Ａ
に対応する。
【００７７】
　本明細書で使用する「判断」という用語は、多種多様なアクションを包含する。たとえ
ば、「判断」は、計算、算出、処理、導出、調査、探索（たとえば、テーブル、データベ
ース、または別のデータ構造での探索）、確認などを含むことができる。また、「判断」
は、受信（たとえば、情報を受信すること）、アクセス（たとえば、メモリ中のデータに
アクセスすること）などを含むことができる。また、「判断」は、解決、選択、選出、確
立などを含むことができる。
【００７８】
　本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単一のメ
ンバーを含む、それらのアイテムの任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、または
ｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－
ｃをカバーするものとする。
【００７９】
　上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェアおよび
／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つもしくは複数の）モジュー
ルなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実行され得る。
一般に、図に示すどの動作も、その動作を実行することが可能な対応する機能的手段によ
って実行され得る。
【００８０】
　たとえば、生成するための手段は、特定用途向け集積回路、たとえば、アクセスポイン
ト１１０の図２のプロセッサ２１０、またはワイヤレスデバイス３０２の図３のプロセッ
サ３０４を備え得る。送信するための手段は、送信機、たとえば、アクセスポイント１１
０の図２の送信機２２２、またはワイヤレスデバイス３０２の図３の送信機３１０を備え
得る。検出するための手段は、特定用途向け集積回路、たとえば、アクセスポイント１１
０の図２のプロセッサ２４２、またはプロセッサ３０４を備え得る。割り当てるための手
段は、特定用途向け集積回路、たとえば、プロセッサ２１０またはプロセッサ３０４を備
え得る。受信するための手段は、受信機、たとえば、ユーザ端末１２０の図２の受信機２
５４、またはワイヤレスデバイス３０２の図３の受信機３１２を備え得る。判断するため
の手段は、特定用途向け集積回路、たとえば、ユーザ端末１２０の図２のプロセッサ２８
８、またはプロセッサ３０４を備え得る。決定するための手段は、特定用途向け集積回路
、たとえば、プロセッサ２８８またはプロセッサ３０４を備え得る。控えるための手段は
、特定用途向け集積回路、たとえば、プロセッサ２８８またはプロセッサ３０４を備え得
る。
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【００８１】
　本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回路は、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル
論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実行できる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサとすることができ
るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械とすることができる。プロセッサは、コンピューティングデ
バイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプ
ロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の
他のそのような構成として実装することもできる。
【００８２】
　本開示に関連して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハードウェアか
、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールか、またはその２つの組合せで
実施できる。ソフトウェアモジュールは、当技術分野で知られている任意の形式の記憶媒
体中に常駐することができる。使用できる記憶媒体のいくつかの例には、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモ
リ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－Ｒ
ＯＭなどがある。ソフトウェアモジュールは、単一の命令、または多数の命令を備えるこ
とができ、いくつかの異なるコードセグメント上で、異なるプログラム間で、および複数
の記憶媒体にわたって分散できる。記憶媒体は、プロセッサがその記憶媒体から情報を読
み取ることができ、その記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結
合できる。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化することができる。
【００８３】
　本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数のステップ
またはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、特許請求の範
囲から逸脱せずに互いに交換される可能性がある。言い換えれば、ステップまたはアクシ
ョンの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの順序
および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更できる。
【００８４】
　説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの組合
せで実装できる。ソフトウェアで実装する場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコ
ードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶するか、あるいはコンピュータ可読媒体を介し
て送信することができる。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュ
ータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュ
ータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスできる任意の利
用可能な媒体とすることができる。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読
媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピ
ュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。さらに、いか
なる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、より対線、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線
（ＩＲ）、無線、およびマイクロ波といったワイヤレス技術を使用してウェブサイト、サ
ーバ、または他のリモートソースから送信される場合、その同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、より対線、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波といったワイヤレ
ス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるとき、ディスク（ｄｉｓｋ）と
ディスク（ｄｉｓｃ）とは、コンパクトディスク（ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ）（ＣＤ）
と、レーザディスク（ｌａｓｅｒ　ｄｉｓｃ）と、光ディスク（ｏｐｔｉｃａｌ　ｄｉｓ
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ｃ）と、デジタルバーサタイルディスク（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓ
ｃ）（ＤＶＤ）と、フロッピー（登録商標）ディスク（ｆｌｏｐｐｙ（登録商標）　ｄｉ
ｓｋ）と、ブルーレイ（登録商標）ディスク（Ｂｌｕ－ｒａｙ　ｄｉｓｃ）とを含み、デ
ィスク（ｄｉｓｋ）が、通常、磁気的にデータを再生する一方、ディスク（ｄｉｓｃ）は
、レーザを用いて光学的にデータを再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピ
ュータ可読媒体は一時的でないコンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を備え得る
。さらに、他の態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的なコンピュータ可読媒体（た
とえば、信号）を備え得る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべき
である。
【００８５】
　したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示する動作を実行するためのコンピュー
タプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製品は、本
明細書で説明する動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能で
ある命令をその上に記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を備え
得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を含み得
る。
【００８６】
　ソフトウェアまたは命令はまた、送信媒体を介して送信できる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳ
Ｌ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術は、送信媒体の定義に含まれる。
【００８７】
　さらに、本明細書に記載の方法および技法を実行するためのモジュールおよび／または
他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によってダウンロ
ードおよび／またはそうでなければ取得できることを諒解されたい。たとえば、本明細書
で説明した方法を実行するための手段の転送を容易にするために、そのようなデバイスを
サーバに結合することができる。代替的に、本明細書で説明される様々な方法は、ユーザ
端末および／または基地局がストレージ手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々
な方法を得ることができるように、ストレージ手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパ
クトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなど物理記憶媒体など）によって提供で
きる。さらに、本明細書で説明する方法および技法をデバイスに与えるための任意の他の
適切な技法を利用することができる。
【００８８】
　特許請求の範囲は、上記に示した正確な構成および構成要素に限定されないことを理解
されたい。上記の方法および装置の構成、動作および詳細において、特許請求の範囲から
逸脱することなく、様々な改変、変更および変形を行うことができる。
【００８９】
　上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は、その基
本的範囲から逸脱することなく考案され得、その範囲は以下の特許請求の範囲によって判
断される。
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